
は十数年間に亙 り1万 敏千名の患者に就いて實験

したる所な り又此化膿は他の菌帥ち化膿菌に因る

ものに非 らす して結核死菌に基 く良性限局性結核

愛化と云ふべきな り故に化膿を來す も切開を施さ

す 自開又は吸牧等の自然治癒を待てば可な り其化

膿潰瘍 も海水浴入浴並に日静の弊務には少しも差

支へな し荷山聞地匠灘岸地硬の患者は都會地匠の,

,患者に比 し其硬結化膿潰瘍等の苦痛少な く却て元

氣同復 し漁業農業等の勤勢に堪へ居れ り｡

.∫ ワクナール」接種患者の輕錦

山聞地匠海岸地匠に於ける患者の治療に 「ワク ・

ナPt・7v」を注射 して観察 したる激200名 内外其の

患者の種類は肺結核(初 期第1期 第2期 第3期)

骨結核(初期第1期 第2期)、 小兇結核、脊髄「カリ

ヱス」肋膜結核にして該患者に千倍液次で百倍液

を注射したるに殆 ど凡て良好にて目下家事勤務は

勿論相當の勢務に就青居れ り又第3期 患者であつ

て も比較的輕き者は余の方法にて 「ワクナール」

注射 し経過良く今も荷勤務中の例2、3あ り斯る

第3期 とも思はれる ものにて も山聞地匝海岸地匠

の患者は都會地の患者に比 して良き傾向あり又脊

髄 「カ リヱス」足關蔀結核等は約23年 前の螢病者

も本療法に因て元氣同復し勤勢作業に堪へ易 くな

りたる患者2、3あ りた り以上記述せ し患者は注

射終了後結核菌に樹する抗菌率の高まる其れは都

會地の患者に比 し早 く且つ高率な り｡

肺 結核患者 に使用 したる ワク ナー ル治

療成績報告

北 研 桑 原 忠 實

ワクナールは今より十藪年前より約籔千人の結

核患者に使用 したるに其注射局部に化膿潰瘍を形

成せ しむると共に 「マ ントー」氏反慮は更に顯著

となれ り尚結核菌に封する喰菌率は増進 し同時に

臨床所見吸び赤沈速度の良好並 「レントゲン」陰

影の減退消失 を來 し約80%以 上のものは治癒の歌

態にあることは去る昭和16年度結核學會以來毎年

同學會毎に之を獲表報告せ り、從來の研究にては

各期患者の如何に關 らす唯注射局部の化膿潰瘍を

待ちてのみ其一般諸症歌の良否を観察せ しも最近

の研究にては余は時節柄主として會社從業員及各

學校職員生徒に封 し短期治癒 を促す爲 「ワクナー

ル」注射同数及注射間隔を短縮 して之が早期治療

を翠みたるものにして其注射局部の歴痛感及化膿

潰瘍の形成遅速によ鉄患者の一般諸症朕の良好の

逞速にも關係あることを知るに至れ り、即ちワク

ナール注射を始めてより其注射局部に比較的早 く

化膿次で潰瘍 を來すと同時に→般諸症状念に良好

に縛する者あ り其者は「ツ」反磨強陽性並に陽性者

たる者叉は虚弱者にして輕症者が第一位で肺結核

第2期 患者は前者に比し「ツ」反鷹は梢減弱者であ

る關係か化膿潰瘍は前者より少しく逞れ肺結核第

3期 患者は 「ツ」反鷹前二者に比し術減弱なる爲

めか化膿潰瘍 も遙かに逞れて現れ うか又は現れな

い事 もある、か 玉る例は豫後多 くは不良な り今此

等實験例に就いて総括的に少 く記述せん｡

使 用 方 法

「ワクナール」注射同敷は千倍液は從來20同 位使

用 したるも10同内外にて絡る樹又百倍液に14、5回

乃至20同 を以「亨十分 とす注射聞隔 も叉從來は5日
一7日 な りしも2日 一一3日 の聞隔 を以て試みしに

之亦何等の1障害な く結節化膿潰瘍 も現 はれ1期

2期 と思はしき患者は1、2ケ 月乃至約2、3月

後には各自の業務に服 し得荷其傍 ら注射綬行する

も可な り｡

貿験成績及結論

「ワクナール」は人型結核菌を特殊の方法にて殺

菌 したる結核死菌免疫元な のしを以て之を皮下に

接種することによりて注射局部に良性限局性結核

たる硬結を作 り其の注射同数及分量の多きに從て

其局部の化膿潰瘍を作る・殊にか様の歌態は「ツ」

反磨陽性及強陽性者に限る又之を呈すると同時に
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註射前 「ツ」反慮弱陽性者は彊陽性者に韓じ注射

前陰性者は陽性に韓す殊に健康者及大人並に小見

の虚弱者に於て然りとす叉注射前弱陽性者及陰性

者は注射絡了後灘 或は醐 謹に靴 すると購

に喰菌率高く榮養良好となり髄重は増加 し食慾増

進及力氣恢復するに至るもの多 し其他初期第1期

第2期 並に小見結核等 も注射絡了後陽性韓化と共

に其臨床所見 「レントゲ ン」陰影痂沈良好とな り

結核菌にi封する喰菌率は高率を示す斯る患者は注

射績行1、2ヶ 月後に至ると相當なる執務に從事

し得る者多 し、第3期 患者殊に悪性進行性患者並

に種々合併症あるもの及末期患者は注射績行中稀

れには化膿潰瘍を來すことあるも一時牲 にして直

に浩失し陽性に韓せす豫後不良なるもの多 し然 し

第3期 患者 にして注射前 「ツ」反鷹陽性者にして

他に合併症なく肺に限局 して居る場合に限 り千倍

液百倍液を通して40同以上注射したる時に局部の

北膿潰瘍を來し後 「ジ」反慮強陽性韓化と共に喰

菌率高度を示し其他一般諸症歌良好に韓する患者

海 有 砂しことを最近に至 り認めたり、因て余は前

述の如 く「ツ」購 陽賭 並に騨 者にば族病の有

無に拘 らす注射を績行せ り、即ち患者に封 しての

陽性者は治療の目的にて健康者殊に結核死の家族

等は注射前 「ツ」反磨陽性陰性を問はす豫防の目

的を以て注射綾行せ り樹以上の歌態即ち注射局部

に於 ける化膿潰瘍は疾病の輕重により逞速あり例

へば輕症者にして漸 揃 「ッ」反鷹陽性者は速か

に局部の反鷹 を惹起す而 も斯る者に封しては 「ワ

クナール」注射同数少 く且速に此局所反鷹が現れ

ると同時に臨床所見其他一般の歌態良好に韓する

■とも亦顯著な り重症者即ち第3期 の患者に於て

も他に合併症及悪性進行性ならざる限 り注射績行

長期注射鳳数40回 以上に達すれば之亦[ツ 」反鷹

強陽性とな り其他一般諸症状良好に韓することも

認めた賄 し一威 其れの最後は鱒 糊 待し得

す故に余は 「ワクナール」使用開始以來結核患者

治療成績比較的良好に して無自謄性結核初期第1 1

期第2期 患者死亡=者は1%-2%位 第3期 患者は

約6、 ケ%に 止まり居れ り次に前述 したる如 く注

射間隔及注射回数を短縮して治療の結果初期第1

期は勿論第2期 患者にても注射綾行僅か1、2ク

月の後には徐全に執務し得るに至れ り又注射同籔

は前記せ し如 く千倍液百倍液を通 じて24、5同 以

上30同 位に達 して化膿潰瘍 を形成すれば軽作業は

可能 とな り其後6ケ 月内外を経る頃には健康者と

殆 ど同様作業に從事 し得るに至れる患者多t、 從

來の治療たある如き長期聞即ち1ク 年以上2、3

ケ年内外に於ける絶封安艀療養或は長期聞に於け

る自然療養は患者により或は精神上或は物質上に

不安不快の念を抱き却て治療上充分なる効果を期

待 し得ざる場合多きも雌 「ワクナール」治療塗は

然る不安不快を除き輕症者にあつては治療中と難

も輕 き作業に從事することも出來又は動作或は多

少の浬動 もなし安心 して治療することが出來る｡

次に 「ワクナール」の4、5同 内外位の注射に

因て注射局部に硬結を形成し其れを以て中止する

ことは治療上ぬ勿論豫防上に於て も何等効果なし

少な くとも治療上に樹 しては千倍液百倍液を通じ

て14、5、同内外豫防に封 してけ同 じく雨液を通じ

10同内外の二注射を要す使用は極めて簡軍に して2、

3、歳の小児又は6、70歳 の老人にて も普通注射針

を以て一般皮下注射 と同じ方法で何等障害な く又

分量及注射間隔の期間並に其順序を誤 りて2、3同

位多 く牲射 して も他の菟疫元の如 く弊害を俘はぬ

故に貴施 し易き免疫元と云ふべし、結核療法は多

種多様にして特殊療法の他外科療法、化學療法等

多数あるも其使用方法と患者の選揮 を誤 ることに

因ては 効果なきのみか 病勢悪化したる例甚だ多

4、 余は十籔年前 より種々なる化學剤並に冤疫元

其他治療を試み居 りしも其れの効果判定は甚だ困

難なるのみか其注射局部に於ける特徴なきために

注射同籔幾教回に達 して之れが目的を達するや否

やの判定 も不明且同敏を定める事 も甚だ困難であ

り只患者の一般的臨床所見及其他の駄態を考慮に

入れ良不良かを推定し居るに過ぎす然 し 「ワクナ

偏ル」'は同数 も前述せ し如 く一定の同敬にて注射

局所の憂化を目安とし一時終了することが禺來其

れにて患者の臨床所見が早きは2、3ケ 月内外遅

きは4、5ケ 月にて其良不良を槻察し得るな り樹

「フクナール」使用は 簡易にして 弊害俘はざるを

知 り又 「ワクナール」注射により治癒の歌態が今

日に至 り6、7年 間績 き居 りしが最近に至bて は
驚
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「レ」線陰影さへ 減退漕失し赤沈等 も良好にて健

康 を保 ち居る者多 し｡

「ワクナール」注射後並にBoa注 射後

に於ける化膿潰癌彩成の比較

(A)ワ クナール注射後の化膿潰瘍形成は「ツ」

反磨陽性 叉は彊陽性者に限 り化膿潰瘍 を形成 し同

時に人型結核菌に封する喰菌率は高張 し日常作業

に支障な し叉 「ツ」反慮陰性者には幾数十同注射

を施行せるも化膿潰瘍を來す者少な く3日 間隔に

て雨液を通 じ約10同 位の注射後必す 「ツ」反億陽

性韓化し之と同時に又人型結核菌に封する喰菌率
'

増し赤沈其他盧弱なる膿質等は良好に輔す｡

(B)BCG皮 下注射後は 「ツ」反磨陽性強陽'

控者は勿論陰性者にても甚 しき化膿潰瘍を來す ご

ともあ り同畿現の歌態は 「ワクナール」注射後佑

膿潰瘍とは異な り時には全身症歌並に局部の疹痛

甚し最も最近に於て皮内注射にて行ひ居るに も係

らす其注射局部の化膿潰瘍甚き者2、3名 を認め

た債1此皮内注射法に於ては皮下注射よりも却て陽

性輔化劣れるかの観あるが然 し又BCG注 射後に

於ける陰性者よりの陽性韓化牽に就てはBCGは

只一同の注射に過ぎざれ ども「ワクナール」の反律,

注射 よりも劣れ り且BCG注 射に因て人、牛型結

核菌に 封 する喰菌率は 増加 率な く其他赤沈及一

般の歌態等 も左程攣化を現 さす 「ワクナール」も

BCGも それを注射ずることに因て生する化膿は

消毒不完全の爲に非 らす 「ワクナール」は人型結

核死菌作用にてBCGは 牛型結核弱毒生菌の作用

ワ ク ナ ー ル 治 療 成 績 表
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に因て起る一つの良性結核性攣化なれば何等の嘘

置を施す必要な し又其潰瘍面及痩孔の創面は例へ

入浴叉は海水浴するも絶封雑菌の進入せざるを實

験せ り、以上の成績 よりして本 「ウクナール」は

初期結核患者は勿論例へ重症と思はれる者にて も
壷

「マン ト"一一」民皮内反慮7、8mm以kの 陽性者に

使用して其の症状の良結 果を見 る患者多 し又結核

獲病防止の爲めに 「マントー」氏反慮の陽性陰性

を問はす使用することに因て其目的を達 し得る冤

疫元ど信す｡
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